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協談活志

西山　寿恵

丹波山村集落支援員

令和３年４月から令和６年３月
まで地域おこし協力隊として活
動。集落支援員として丹波山村
に残り、丹波山村保育所と放課
後子ども教室「丹波っこくら
ぶ」で活躍中

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
卒
業
し
た

人
に
、
今
の
暮
ら
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と
仕
事
に
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落
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落
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援
員
は
、
村
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
役
場
職
員
と
も
連

携
し
て
、
地
域
の
巡
回
、
状
況
把
握
等
を
行
う
地
域
の
「
目
配

り
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」
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す
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村
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暮
ら
す
人
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地
域
の
課
題
に
目
を
向

け
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地
域
の
あ
る
べ
き
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に
つ
い
て
の
話
し
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う
こ
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よ
り
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ま
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と
だ
け
で
は
な

く
、
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の
地
で
根
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、
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の

一
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と
し
て
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。

「協力」「対談」「活動」「志」の四つの要素を融合させたもので、
元協力隊の現在の活動とその背後にある思いを伝えるシリーズです。
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落
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集
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支
援
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を
目
指
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
丹
波
山
で
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暮
ら
し
の
中

で
こ
こ
に
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り
、
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
た
時
に
お
話
し
が
あ
っ
て
、
集
落
支

援
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に
な
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ま
し
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。

集
落
支
援
員
と
し
て
の
お
仕
事
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西
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協
力
隊
時
代
と
同
じ
で
「
丹
波

っ
こ
く
ら
ぶ
」
で
の
放
課
後
支
援
活
動

と
、
保
育
所
で
の
保
育
補
助
で
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。

卒
業
後
に
不
安
は
あ
っ
た
か
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丹
波
で
の
生
活
が
楽
し
か
っ
た

か
ら
離
れ
る
選
択
肢
は
な
か
っ
た
で
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。
気
の
合
う
仲
間
も
居
る
し
、
実
家

も
近
い
し
、
好
き
な
山
も
近
い
し
。
必

要
と
し
て
く
れ
る
人
が
居
る
と
思
え
た

か
ら
心
配
は
無
か
っ
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で
す
。
集
落
支
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員
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た
こ
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隊
員
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の
経
験
が
活
か
せ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
周
り
の
人
を
少
し
で
も
幸
せ

に
出
来
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
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